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なお、WRG は本研究者によって 2008 年に考案されたものであるが、当時ス
ウェーデンChalmers大学のKildal教授によってもほぼ同時に考案されている。
Kildal 教授らの研究グループでは、WRG を Gap Ridge Waveguide と命名して
いる。 
第４章では、WRG を用いた２種類の一次元アレーアンテナを説明する。１つ
目は導波路波長の間隔に放射エレメントを配置したタイプであり、２つ目は導
波路上に遅波構造を付加することにより、放射エレメントの配置間隔を短縮し
たタイプである。なお、第４章の一次元アレーアンテナは、第５章の二次元ア
レーアンテナを実現するための事前検討として位置づけられる。 
第５章では、WRG を用いた二次元アレーアンテナを説明する。ここで説明す
る二次元アレーアンテナは、第１章に述べた車載ミリ波レーダに用いられる小
型高利得高効率なアンテナを想定したものであり、車載ミリ波レーダの要求に
合致するよう、二次元の方向でサイドローブレベルを低減したものとなってい
る。本論では、第５章で説明する二次元アレーアンテナが、第２章で説明する
従来のミリ波アレーアンテナと比較する対象として位置づけて、本研究の達成
度を検証する。 
ミリ波機器では可変ビームアンテナが要求されている。よって第６章では、
WRG を用いた２種類の可変ビームアンテナを説明する。ここで説明する可変ビ
ームアンテナは電子的に指向性を制御するものではなく、機械的に指向性を制
御するアンテナを目的としている。それを実現するために WRG の上下の導体
板を動かすことで移相器を構成している。なお、第６章で説明する可変ビーム
アンテナは、実用的なアンテナを実現するまでには、今後のさらなる研究を要
するものとなっている。２種類の可変ビームアンテナのうち、１種類目は導波
路長を変化させる移相器を使用したタイプであり、２種類目は導波路波長を変
化させる移相器を使用したタイプとなっている。 
第７章では、第１章から第６章を総括し、本研究の目的と達成度について述
べる。最後に、第８章で今後の研究について述べる。 
本研究の成果により、ミリ波帯を使用する機器において、従来のアレーアン
テナと同等の性能を有しながら、従来のアレーアンテナの課題を解決できる。
これにより、ミリ波機器の普及に大きく貢献できるものと期待できる。 
 

